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表紙写真によせて

９月議会

もくじ
Ｐ２　はじける笑顔
Ｐ４　定例会
　Ｐ４　補正予算

　Ｐ５　条例等

　Ｐ６　決算審査

　Ｐ８　決算質疑

　Ｐ１２　辺地総合整備計画

　Ｐ１３　委員会活動

Ｐ１４　一般質問
Ｐ１７　みんなの広場
Ｐ１８　こんにちは

　令和元年9月第4回大月町議会定

例会は9月12日から20日までの会

期で開催され、報告3件、専決1件、

契約2件、条例4件、令和元年度補

正予算8件、決算認定9件、その他

1件の計28件が議案提出され、全

議案が承認・可決しました。

　一般質問は3名が登壇し、執行部

をただしました。

こども神輿で僕も私も
「わっしょい！わっしょい！」

は
じ
け
る
笑
顔
統
合
に
よ
る
最
後
の
運
動
会

は
じ
け
る
笑
顔
統
合
に
よ
る
最
後
の
運
動
会
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令和元年度9月補正予算
会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

水 道

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

介 護 保 険

漁業集落排水処理事業

後 期 高 齢 者 医 療

病　　院　　事　　業�

補　正　額 総　　　額

１億８２６４万円

２０万円

１１４万円

９９万円

１３３６万円

６３万円

２６１万円

９０万円

５９億３８５０万円

９億１００３万円

２億４０６７万円

３億５３０９万円

８億２９５８万円

１５３４万円

９８１２万円

５憶２７７５万円

（全員賛成）

A
　
あ
さ
が
お
敷
地
内
の

危
険
物
撤
去
工
事
と
は
。

B
　
施
設
の
南
側
に
旧
幡

多
農
高
大
月
分
校
の
浄
化

槽
施
設
と
思
わ
れ
る
も
の

が
撤
去
さ
れ
ず
に
残
っ
て

い
ま
す
。
老
朽
化
が
激
し

く
、
上
蓋
等
も
腐
食
し
、

踏
み
抜
く
危
険
性
が
あ
り
、

早
急
に
撤
去
す
る
た
め
の

工
事
で
す
。

A
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況

と
年
度
内
の
目
標
は
。

B
　
関
係
部
署
と
協
議
の

結
果
、
民
間
へ
の
委
託
か

ら
町
の
直
営
が
有
利
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
今
回
補
正
を
行
い
事

業
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

年
度
内
の
目
標
は
国
県
か

ら
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る

会
員
登
録
２０
人
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン

プ
場
に
自
然
体
験
型
観
光

と
し
て
管
理
料
・
施
設
整

備
費
・
備
品
費
な
ど
の
予

算
計
上
し
て
い
る
が
そ
の

内
容
は
。

B
　
改
修
に
伴
う
設
計
委

託
管
理
費
で
１
７
０
万
円
、

工
事
請
負
費
で
１
６
１
５

万
円
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場

は
平
成
７
年
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
大
き
な
改
修
は
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
今
回

改
修
工
事
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
ま
た
、
樫
西
海
岸

か
ら
古
満
目
湾
の
国
立
海

中
公
園
区
域
の
観
光
拠
点

化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
し
て
キ
ャ
ン

プ
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。

お母さんもリフレッシュ

自然に囲まれた
最高のロケーション

9

月

補

正

一般会計補正予算の

主な使い道
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〇
大
月
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
水
道
料
金
表
の
料
金
を
消
費
税
込
み
額
か
ら
消

費
税
抜
き
額
に
変
更
。

〇
大
月
町
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
施
設
利
用
料
金
表
の
料
金
を
消
費
税
込
み
額
か

ら
消
費
税
抜
き
額
に
変
更
。

〇
大
月
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
及
び
印
鑑
登
録
証
明

事
務
処
理
要
領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
印
鑑
登

録
証
明
書
で
の
旧
姓
の
記
載
を
可
能
に
す
る
。

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

　
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定

【
内
容
】
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
が
、
令
和
元
年
６
月
１４
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
関
係
す
る
条
例
の
整
備

を
行
っ
た
。

〇
橘
浦
漁
港
機
能
高
度
化
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
係

　
る
専
決
処
分
の
承
認

【
変
更
の
理
由
】

　
既
設
の
舗
装
状
態
が
悪
い
た
め
追
加
工
事
と
な
り

費
用
が
増
額
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
町
内
外
の
工
事
件
数
が
多
い
た
め
資
材
入

荷
が
出
来
な
い
状
況
が
続
き
、
さ
ら
に
台
風
１０
号
の

影
響
に
よ
り
工
事
現
場
も
被
害
を
受
け
工
期
を
延
長

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
変
更
事
項
】

　
契
約
額
　
９
９
８
８
万
９
２
０
０
円

　
工
　
期
　
平
成
３０
年
６
月
２１
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
元
年
９
月
２５
日

【
契
約
の
相
手
方
】

　
大
月
町
鉾
土
６
０
４
番
地
２１

　
月
灘
建
設
株
式
会
社

〇
町
道
樫
西
線
法
面
対
策
工
事
請
負
契
約
の
変
更

【
変
更
の
理
由
】

　
法
面
掘
削
に
お
い
て
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
軟

岩
が
露
出
し
た
た
め
設
計
計
上
す
る
土
質
の
変
更
と
、

土
砂
流
出
防
止
の
苗
木
を
植
え
る
た
め
の
木
柵
を
延

長
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
工
費
の
増
額
と
な
っ
た
。

【
変
更
事
項
】

　
契
約
額
　
９
４
６
０
万
８
０
０
０
円

　
工
　
期
　
平
成
３１
年
３
月
１８
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
元
年
９
月
２８
日

【
契
約
の
相
手
方
】

　
大
月
町
鉾
土
６
０
４
番
地
２１

　
月
灘
建
設
株
式
会
社

〇
普
通
河
川
音
無
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

　
請
負
契
約
の
締
結

【
契
約
金
額
】

　
６
６
５
６
万
８
７
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
大
月
町
弘
見
２
３
３
７
‐４

　
松
田
建
設
有
限
会
社

【
契
約
期
間
】

　
契
約
発
効
の
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で

（
全
員
賛
成
）

（
全
員
承
認
）工事中の様子

（
全
員
賛
成
）

条
　
例
　
等

条

例

承
　
　
認

契
　
　
約
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決　算　審　査

実質赤字比率

備　　　　　　考 平成
２９年度

赤字
なし

赤字
なし

６．９

３２．４

平成
３０年度

早期健全化
基準

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

自治体が自由に使える収入の標準額に対する、
普通会計（一般会計、住宅新築資金等貸付
事業）の赤字額の割合

自治体が自由に使える収入の標準額に対する、
一般会計、特別会計全ての赤字額の合計の
割合

自治体が自由に使える収入の標準額に対する、
一般会計、特別会計、一部事務組合が将来
負担すべき実質的な負債の割合

収入に対する借金返済額の３カ年平均の割合

赤字
なし

赤字
なし

７．９

４３．４

１５．００

２０．００

２５．０

３５０．０

公益企業の経営
平成３０年度の大月病院事業、水道事業、漁業集落排水処理事業ともに
資金不足なし。経営健全化基準は２０．０％。

平成３０年度の決算は資金不足がなく健全な状態。 （単位：％）

健全化判断

一般会計

歳入
52.9億円

歳出
51.1億円

歳出
51.1億円

歳入
52.9億円

依存財源　７３．８％
３９億７３２万円

地方交付税
２２億５６２５円
４２．６％町税

４億５３７２万円
８．６％

依存財源　７３．８％
３９億７３２万円

地方交付税
２２億５６２５円
４２．６％

交付金等
１億４０１６万円
２．６％

国庫支出金
３億９８８５万円　７．５％

県支出金
２億８７３７万円　５．４％

町債
８億２４６９万円
１５．６％

町債
８億２４６９万円
１５．６％

町税
４億５３７２万円
８．６％

分担金・負担金
２２３２万円
０．４％

使用料・手数料　１億２１８８万円　２．３％

財産収入・寄付金　１億４１５３万円　２．７％

繰入金　４億１５９万円　７．６％

繰越金　２億１４９９万円　４．１％

諸収入　３１３１万円　０．６％

自主財源　２６．２％
１３億８７３４万円
自主財源　２６．２％
１３億８７３４万円

総務費
９億７０６３万円
１９．０％

民生費
１３億１２９７万円
２５．７％

衛生費
５億１２６８万円
１０．０％

消防費
２億５８２０万円　５．１％

災害復旧費
３億４６９７万円
６．８％

公債費
６億３６８５万円
１２．５％

総務費
９億７０６３万円
１９．０％

民生費
１３億１２９７万円
２５．７％

衛生費
５億１２６８万円
１０．０％

農林水産業費
１億８３００万円
３．６％

商工費
１億６２００万円
３．２％

土木費
４億５６３６万円
８．９％

土木費
４億５６３６万円
８．９％

消防費
２億５８２０万円　５．１％

教育費
２億１７２１万円　４．３％
教育費
２億１７２１万円　４．３％

災害復旧費
３億４６９７万円
６．８％

公債費
６億３６８５万円
１２．５％

議会費　５３８６万円　１．１％

一般会計決算



⑦　№98

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

計

会　計　間　重　複　額

純　合　計

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

５２億９４６６万円

３億２６５６万円

９億１１２５万円

２億９５２１万円

８億５６０万円

５０６万円

９４６２万円

６億７６６万円

８３億４０６２万円

５億１４２１万円

７８億２６４１万円

５１億１０７４万円

３億２６５６万円

９億１１０５万円

２億７８０１万円

８億６万円

４３６万円

９２０１万円

５億７６４１万円

８０億９９２０万円

５億１４２１万円

７５億８４９９万円

総
額
増
加

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

と
歳
出
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
べ
増
加
し

て
い
る
。
一
般
会
計
の
形

式
収
支
、
実
質
収
支
は
黒

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

該
年
度
の
み
の
収
支
を
示

す
単
年
度
収
支
は
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

繰
越
明
許
費

　
繰
越
明
許
費
は
、
国
の

平
成
３０
年
度
補
正
予
算
に

伴
う
漁
村
再
生
交
付
金
事

業
、
臨
時
地
方
道
路
整
備

事
業
、
防
災
・
安
全
交
付

事
業
、
空
き
家
対
策
総
合

支
援
事
業
、
災
害
復
旧
工

事
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

歳
　
入

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収

入
は
増
収
と
な
り
滞
納
繰

越
額
は
減
少
し
て
い
る
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計

は
本
来
な
ら
ば
、
特
定
の

歳
入
を
も
っ
て
歳
出
に
充

て
る
も
の
で
あ
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
努
力
さ
れ
、
事
業
運
営

の
一
層
の
効
率
化
及
び
事

業
収
入
の
増
収
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

滞
納
・
未
収
金

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お

い
て
、
滞
納
、
未
収
金
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
町

民
負
担
の
公
平
性
を
損
な

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
徴

収
に
向
け
一
層
の
努
力
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

　
監
査
委
員
の
意
見
（
要
旨
）

効
果
的
、
効
率
的
な
予
算
執
行
を

平成30年度
歳入歳出決算認定
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決　算　質　疑

中
平
　
災
害
救
助
費
の
歳

入
は
国
県
か
ら
の
補
助
金

８
５
０
万
円
。
歳
出
は
２

１
０
０
万
円
。
な
ぜ
歳
出

が
多
い
の
か
。

B
　
災
害
救
助
費
は
、
避

難
所
の
開
設
や
被
災
者
の

救
済
に
あ
た
っ
た
職
員
の

手
当
が
対
象
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ト
イ
レ
の
借

り
上
げ
料
、
浸
水
家
屋
の

消
毒
液
や
噴
霧
器
な
ど
も

補
助
対
象
に
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
、
歳
出
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

学

び

の

場

の

充

実

を

沢山のボランティアに
ご協力いただきました

子供たちにとって自慢の町に

谷
　
民
生
費
の
障
害
者
支

援
費
は
８
０
０
万
円
ほ
ど

増
え
て
い
る
が
、
扶
助
費

は
不
用
額
が
６
１
１
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
補
正
ま

で
組
ん
で
不
用
額
と
な
っ

た
根
拠
を
。

B
　
更
生
医
療
費
助
成
金

の
対
象
は
重
い
心
臓
疾
患

の
方
、
人
工
透
析
に
か
か

る
医
療
で
す
。
全
額
補
助

の
生
活
保
護
の
方
が
増
え

た
の
で
増
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
６
１
１
万
円
に
つ
き
ま

し
て
は
、
対
象
者
か
ら
の

請
求
が
年
度
内
に
来
る
予

定
で
し
た
が
、
遅
れ
て
間

に
合
わ
ず
、
次
年
度
の
４

月
以
降
に
回
っ
て
き
た
の

で
、
そ
の
分
が
平
成
３０
年

度
の
予
算
で
不
用
額
と
な

り
ま
し
た
。

中
平
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト

イ
レ
の
新
設
設
計
料
１
４

６
万
円
を
支
払
い
し
て
い

る
が
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

管
理
棟
を
含
め
た
ト
イ
レ

の
再
設
計
と
な
る
と
無
駄

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
当
初
計
画
し
た
設
計

図
は
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
設
計
を
基
に
新

た
な
も
の
に
す
る
た
め
、

変
更
設
計
の
費
用
は
発
生

す
る
と
思
い
ま
す
。

山
本
　
到
達
度
把
握
・
授

業
評
価
シ
ス
テ
ム
推
進
事

業
に
１９
万
円
と
あ
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
内
容
と

そ
の
目
的
は
。

B
　
到
達
度
把
握
シ
ス
テ

ム
は
、
小
中
学
校
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で

理
解
で
き
た
の
か
を
把
握

す
る
テ
ス
ト
で
す
。

　
ま
た
、
授
業
評
価
シ
ス

テ
ム
は
、
授
業
の
内
容
が

良
か
っ
た
か
な
ど
意
識
調

査
を
行
う
も
の
で
す
。

野
村
　
通
園
バ
ス
委
託
料

は
、
お
お
つ
き
保
育
所
が

で
き
た
時
ど
う
な
る
の
か
。

B
　
１１
月
中
旬
ま
で
に
新

た
な
保
育
通
園
児
の
確
認

を
し
て
、
来
年
度
か
ら
送

迎
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

補

助

金

の

活

用

は

適

正

か

厳しくチェック
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中
平
　
高
齢
者
対
策
費
の

不
用
額
１
４
３
２
万
円
の

理
由
は
。
ま
た
、
備
品
購

入
費
に
２
５
３
万
円
と
１

９
３
万
円
と
多
額
な
金
額

を
流
用
し
て
い
る
理
由
は
。

B
　
高
齢
者
対
策
費
の
不

用
額
は
、
老
人
保
護
措
置

事
業
委
託
料
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
入
所
措

置
に
係
る
費
用
で
す
。
見

込
み
よ
り
３
０
０
万
円
余

り
利
用
が
少
な
か
っ
た
こ

と
と
、
繰
越
で
実
施
し
ま

し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
ん

ご
の
設
計
委
託
料
で
の
不

用
額
１
１
１
５
万
円
が
主

な
要
因
で
す
。

　
流
用
に
つ
い
て
は
、
繰

越
事
業
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

さ
ん
ご
の
整
備
に
か
か
る

備
品
と
消
耗
品
な
の
で
、

繰
越
明
許
費
の
設
計
監
理

委
託
料
か
ら
流
用
し
購
入

し
ま
し
た
。

中
平
　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
修
繕
料
の
説
明
と
、

介
護
職
員
の
確
保
の
課
題

は
。

B
　
修
繕
料
は
換
気
扇
、

水
道
の
自
動
セ
ン
サ
ー
、

非
常
用
の
発
電
機
、
配
膳

車
な
ど
の
修
繕
で
す
。

�
介
護
職
員
の
基
準
は
確

保
出
来
て
い
ま
す
。
今
は

２９
名
い
ま
す
が
１
名
産
休

に
入
っ
て
い
る
た
め
実
質

２８
名
で
す
。
年
休
や
病
休

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

と
２
名
程
度
い
れ
ば
不
測

の
状
況
に
も
対
応
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
職
員
の
募

集
を
か
け
て
い
ま
す
が
、

見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。�入居者も職員も快適な施設に

�新しくなったデイサービスさんご

山
本
　
母
子
衛
生
費
・
委

託
料
の
不
用
額
４０
万
円
は

予
算
の
割
に
多
額
だ
が
そ

の
理
由
は
。

B
　
国
保
連
合
会
や
医
療

機
関
へ
の
健
康
診
査
の
委

託
料
で
す
が
、
見
込
み
受

診
件
数
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
３２
万
円
く
ら
い
の
不

用
額
が
出
て
い
ま
す
。

　
出
生
数
も
こ
こ
数
年
１０

人
〜
２０
人
く
ら
い
の
間
で

推
移
し
て
お
り
、
対
象
者

数
も
減
っ
て
い
ま
す
。

元気な子どもたち

介
護
職
員
の
確
保
は

予
算
の
使
い
道
は

町の取り組み
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高
野
　
災
害
時
応
急
対
策

業
務
委
託
料
、
１
億
２
８

０
０
万
円
は
業
者
に
委
託

か
。

B
　
建
設
協
会
に
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
緊
急
の
場

合
だ
っ
た
の
で
一
部
は
建

設
協
会
以
外
の
方
に
も
委

託
し
ま
し
た
。

　
建
設
協
会
に
崩
土
の
撤

去
や
応
急
的
に
急
ぐ
所
、

緊
急
性
が
高
い
所
を
お
願

い
し
て
、
協
会
内
で
対
応

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

谷
　
災
害
復
旧
は
今
年
度

中
に
１
０
０
％
の
発
注
を

目
指
し
て
や
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
業
者
が
手
一
杯

で
足
り
て
い
な
い
と
聞
い

た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

B
　
災
害
復
旧
の
進
捗
状

況
は
、
建
設
協
会
等
と
も

話
し
な
が
ら
、
業
者
の
手

持
ち
状
況
も
考
え
入
札
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当

初
予
定
の
進
捗
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
現
状
で
は

入
札
し
て
も
着
手
は
来
年

の
４
月
以
降
に
な
る
案
件

を
出
す
べ
き
か
ど
う
か
判

断
し
な
が
ら
入
札
を
行
っ

て
い
ま
す
。

谷
　
泊
浦
の
河
川
変
更
は
、

国
土
強
靱
化
の
予
算
で
と

町
長
は
前
向
き
な
方
向
で

や
る
と
答
え
た
が
、
国
土

強
靱
化
事
業
で
や
れ
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

B
　
国
土
強
靱
化
の
緊
急

防
災
の
起
債
事
業
で
調
査

し
計
画
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
３
カ
年
で
事
業
が

終
わ
る
も
の
に
つ
い
て
採

択
に
な
る
と
の
こ
と
で
、

委
託
業
務
１
５
０
０
万
円

の
補
正
予
算
の
承
認
を
頂

き
ま
し
た
。

　
今
後
、
測
量
委
託
を
し

ま
す
が
、
来
年
度
一
杯
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
で
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

下
流
か
ら
上
流
ま
で
幅
を

広
げ
れ
ば
一
番
良
い
の
で

す
が
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

安
原
　
長
沢
ダ
ム
を
水
源

と
し
た
水
道
は
、
豪
雨
の

度
に
濁
っ
た
状
態
が
続
く
。

こ
の
設
備
工
事
費
に
１
億

４
２
０
０
万
円
く
ら
い
支

出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
り
豪
雨
対
応
の
整
備
が

で
き
て
い
る
の
か
。

B
　
昨
年
７
月
の
災
害
で

な
か
な
か
濁
り
が
取
れ
な

い
状
態
が
続
い
た
た
め
、

急
き
ょ
施
設
整
備
費
の
一

部
５
０
０
０
万
円
で
整
備

し
ま
し
た
。
微
粒
子
ま
で

ろ
過
で
き
る
装
置
を
入
れ

た
の
で
、
よ
ほ
ど
の
こ
と

で
な
い
限
り
濁
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

高
野
　
消
防
施
設
費
の
消

防
車
等
修
繕
料
１
１
０
万

円
と
災
害
対
策
費
の
修
繕

料
１
５
０
万
５
０
０
０
円

の
説
明
を
。

B
　
消
防
車
等
修
繕
料
は
、

消
防
車
の
車
検
や
１２
ヶ
月

の
点
検
、
故
障
し
た
時
の

修
繕
料
で
す
。
災
害
対
策

費
の
主
な
修
繕
箇
所
は
、

平
山
地
区
の
避
難
路
修
繕

で
す
。
避
難
路
を
つ
け
て

も
水
は
け
が
悪
か
っ
た
の

で
、溝
を
３
箇
所
抜
い
て

水
は
け
を
良
く
し
ま
し
た
。

�復旧が進む現場

上空から見た長沢ダム

�水はけを良くして安全に避難

決　算　質　疑

災
害
復
旧
は
進
ん
だ
か

避
難
路
の
修
繕
は



⑪　№98

安
岡
　
第
１
次
産
業
の
新

規
就
業
者
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
希
望
者
に
す
ぐ

対
応
で
き
る
よ
う
組
ん
で

い
た
予
算
だ
と
思
う
が
、

減
額
の
原
因
は
何
か
。

B
　
農
業
に
関
し
て
は
、

研
修
後
の
自
立
生
計
の
不

安
感
、
希
望
す
る
品
目
の

受
け
入
れ
農
家
が
少
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、

新
規
就
農
希
望
者
と
受
け

入
れ
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
う
ま
く
い
か
ず
、
研
修

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
漁
業
も
自
立
し
て
生
活

し
て
い
く
の
は
厳
し
い
状

況
な
の
で
、
雇
用
型
で
企

業
に
雇
っ
て
も
ら
う
方
向

で
な
い
と
人
は
集
ま
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一次産業をどう守るか

町内を繋ぐ公共交通

地域の憩いの場「姫の里」

浦
木
　
地
域
公
共
交
通
確

保
基
礎
調
査
業
務
委
託
料

２
５
５
万
円
の
調
査
結
果

は
。
ま
た
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。
高
齢
者
が
増
え

て
足
の
確
保
が
難
し
い
現

状
を
解
決
す
る
施
策
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

B
　
道
の
駅
の
改
修
・
多

機
能
化
と
い
う
課
題
の
中

で
、
道
の
駅
か
ら
の
町
民

の
移
動
手
段
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
昨
年
町
バ
ス

の
在
り
方
を
含
め
現
状
の

公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
て
本
年

度
地
域
交
通
会
議
を
設
置

し
、
令
和
元
年
度
中
に
大

月
町
の
交
通
体
系
計
画
を

作
成
す
る
た
め
に
、
町
バ

ス
や
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
バ

ス
、
福
祉
色
が
強
い
移
動

手
段
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

浦
木
　
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
補
助
金
３
０
２
万
円
が

今
年
で
３
年
間
の
計
画
を

終
了
す
る
が
、
現
在
の
経

営
状
況
と
来
年
度
以
降
の

見
通
し
は
。

B
　
平
成
３０
年
度
を
も
っ

て
県
、
町
の
補
助
事
業
は

完
了
し
て
い
ま
す
が
、
現

状
は
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
費
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。
レ
ス

ト
ラ
ン
事
業
の
モ
ー
ニ
ン

グ
は
１
日
平
均
５６
人
、
ラ

ン
チ
は
４６
人
利
用
者
が
あ

り
、
地
域
を
元
気
に
す
る

憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
原
材
料

費
な
ど
は
、
利
用
料
で
ま

か
な
わ
れ
、
運
営
費
を
捻

出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
色
が
強
い

の
で
継
続
さ
せ
る
た
め
に

賃
金
を
支
払
え
る
仕
組
み

を
地
区
と
協
議
を
し
て
い

ま
す
。

　
県
下
の
集
活
セ
ン
タ
ー

で
も
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

単
独
自
立
で
活
動
で
き
る

収
入
の
確
保
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
す
。
今

後
も
県
の
助
成
金
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
継
続
可
能

な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

新
規
就
業
者
確
保
は

元
気
で
活
発
な
地
域
に
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辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
計
画
と
し
て
３

地
区
（
一
切
・
才
角
・
柏
島
）
の
整
備
計
画
を
可
決
し
ま

し
た
。

〈
辺
地
と
は
〉
交
通
条
件
及
び
地
理
的
、
経
済
的
諸
条

件
に
恵
ま
れ
ず
、
他
の
地
域
に
比
較
し
て
住
民
の
生

活
の
利
便
性
が
著
し
く
低
い
山
間
地
、
離
島
等
の
地

域
で
、
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
地
域

で
す
。
こ
う
し
た
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
「
辺
地
総
合
整
備
計
画
」

を
定
め
、
辺
地
対
策
事
業
債
等
に
よ
り
財
政
上
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一　切
道路法面整備
１１６０万 円

柏　島
漁業集落排水処理施設大規模改修

１０００万 円

才　角
消防車両の更新
８ ６ ５ 万 円

※写真は同型車両

辺
地
総
合
整
備
計
画
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本
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
及
び
観
光

協
会
と
、
大
月
町
の
体
験
型
観
光
の
現
状
・
課
題

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
町
の
自
然
、
特
に
海
岸
地
域
の
景
観
を
生
か

し
、
体
験
型
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
宿
泊
施
設
の
拡
充
や

大
型
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
マ

グ
ロ
な
ど
の
食
と
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り
も
必

要
で
す
。

　
今
後
も
、
町
の
観
光
を
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
調
査
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
災
害
時
に
「
大
月
町
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
」

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
万
が
一
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
現
地
に
赴

き
、
情
報
収
集
や
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　
「
大
月
町
議
会
」
と
書
か
れ
た
青
い
服
が
目
印

に
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

体
験
型
観
光
の
振
興（
中
間
報
告
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

災
害
対
策
活
動
を
支
援
し
ま
す
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

一
般
質
問
の
録
音
放
送
が

　
　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　
大
月
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
を
さ
ら
に

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
９
月
議
会
か
ら
、

告
知
端
末
の
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
一
般
質
問
の

録
音
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
が
閉
会
し
た
翌
週
と
翌
々
週
の
金
曜
日
か
ら
、

１
日
２
、
３
名
ず
つ
午
後
１
時
か
ら
と
午
後
７
時
か
ら

放
送
し
ま
す
。

　
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

豊かな自然を最大限に生かす

議員としてできることを

委
員
会
活
動
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一　般　質　問

A
　
地
震
時
の
火
災
は
災

害
後
の
通
電
も
原
因
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
通
電
火

災
を
防
ぐ
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
の
設
置
は
。
前
回
も
質

問
し
て
い
る
が
そ
の
後
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
南
海
地
震
対

策
と
し
て
国
全
体
が
制
度

を
設
け
て
取
り
組
む
よ
う

に
高
知
県
町
村
会
か
ら
も

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

町
単
独
で
の
設
置
は
厳
し

い
の
で
、
制
度
の
創
設
を

再
度
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
国
内
外
の
情
勢
が
農

産
物
の
貿
易
自
由
化
へ
と

規
制
緩
和
さ
れ
、
大
月
町

の
農
業
は
専
業
農
家
数
が

激
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
の
中
で
農
業
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
し

て
進
め
て
い
く
の
か
。

岡
田
町
長
　
本
町
の
一
次

産
業
の
中
で
漁
業
、
そ
し

て
農
業
は
重
要
な
基
幹
産

業
で
す
。
農
業
に
よ
る
生

産
活
動
の
中
で
、
土
地
と

水
と
い
っ
た
多
面
的
、
公

益
的
機
能
を
引
き
続
き
維

持
し
、
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
既
存
の
農
業

を
守
っ
て
い
く
こ
と
か
ら

踏
み
込
ん
で
、
ど
の
よ
う

に
新
し
い
農
業
に
転
換
す

る
か
を
踏
ま
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
大
月
町
の
農
業
を
支

え
る
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
で
農
業

生
産
量
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
維
持
対
策
と

し
て
集
落
営
農
支
援
事
業

「
森
の
里
春
遠
集
落
営
農

組
合
」
で
は
集
落
の
担
い

手
が
農
業
の
維
持
発
展
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
生
産
量
の
増
加
対

策
と
し
て
新
規
就
農
支
援
、

施
設
園
芸
で
は
増
収
効
果

の
あ
る
炭
酸
ガ
ス
発
生
装

置
導
入
に
か
か
る
補
助
、

ま
た
、
有
望
品
目
産
地
化

推
進
事
業
を
創
設
し
有
望

品
目
の
新
植
栽
培
に
取
り

組
む
な
ど
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

A
　
作
付
け
や
収
穫
時
期

だ
け
に
し
か
使
わ
な
い
作

業
機
も
あ
る
の
で
、
購
入

す
る
に
は
負
担
は
重
い
。

農
家
負
担
の
軽
減
の
た
め

に
農
機
具
リ
ー
ス
の
支
援

を
。

岡
田
町
長
　
国
や
農
協
で

リ
ー
ス
事
業
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
個
々
の
農
家
へ
の

支
援
を
行
う
の
は
、
現
状

で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

農
家
の
個
人
負
担
の
解
消

だ
け
で
な
く
、
後
継
者
不

足
、
労
働
力
不
足
と
い
っ

た
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

集
団
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高野　真司 議員高野　真司 議員

万が一に備えて

農家の強い味方

地震対策

感震ブレーカーの設置は

　　再度要望していく／町長

農
業
政
策

農
業
の
位
置
づ
け
は

　
重
要
な
基
幹
産
業
／
町
長
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大月町のここを聞く

A
　
町
は
人
口
減
少
に
対

し
て
様
々
な
支
援
制
度
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
、
親

元
に
後
継
者
と
し
て
帰
っ

て
き
た
り
、
新
卒
者
や
町

内
に
住
み
就
職
し
た
り
し

た
方
に
対
し
、
優
遇
措
置

が
な
い
。
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ

ー
ン
問
わ
ず
、
就
職
奨
励

金
制
度
を
制
定
し
、
人
と

な
り
を
知
り
深
く
関
わ
る

こ
と
で
、
定
住
人
口
の
確

保
や
町
の
活
性
化
、
町
民

福
祉
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
人
口
減
少
問

題
の
解
決
は
本
町
の
重
要

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
業
や
福
祉
、
そ
し
て

住
環
境
の
改
善
、
町
単
独

で
技
術
支
援
な
ど
の
制
度

を
設
立
し
問
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
奨

励
金
の
創
設
で
す
が
、
全

国
自
治
体
の
取
り
組
み
事

例
な
ど
を
参
考
に
、
そ
の

他
の
課
題
も
含
め
て
慎
重

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

A
　
町
役
場
で
の
窓
口
対

応
が
時
折
適
切
で
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
各

課
で
対
応
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
は
な
い
か
。

き
ち
ん
と
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
り
指
導
す
る
こ
と

で
、
窓
口
に
来
た
人
た
ち

に
適
切
な
対
応
が
で
き
、

気
持
ち
よ
く
役
場
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
職
員
に
対
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
も
良
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
職
員
の
研
修

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
採

時
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る

能
力
向
上
開
発
研
修
に
も

所
管
課
長
を
通
じ
て
、
職

務
に
応
じ
て
必
要
と
な
る

各
種
の
研
修
に
参
加
で
き

る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
月

町
で
実
施
す
る
講
師
派
遣

研
修
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
窓
口
応
対
研
修
、
人

事
評
価
研
修
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
町
民
に
不
快
感
を
与
え

な
い
よ
う
、
各
管
理
職
の

対
応
も
踏
ま
え
て
今
日
の

教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
対

応
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

野村　満久 議員野村　満久 議員

親しみのある町役場に

未来への投資を

支援制度

就職奨励金を

　　慎重に取り組む／町長

窓
口
対
応

適
切
な
対
応
を

　
　
教
訓
を
生
か
す
／
町
長
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一　般　質　問

A
　
町
長
は
、
在
任
６
年

半
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

残
り
１
年
半
の
任
期
で
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
第
６
次
大
月

町
総
合
振
興
計
画
、
第
１

次
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

取
り
組
み
の
反
省
は
ど
の

よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
評
価
と
し
て

は
道
半
ば
と
考
え
、
残
り

１
年
半
で
、
昨
年
の
７
月

豪
雨
災
害
の
復
旧
復
興
、

大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
次

期
計
画
を
作
成
し
、
子
育

て
支
援
等
に
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
次
期
計
画
は
反
省
を
し

な
が
ら
、
課
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
推
進
本
部
会
議
、
有

識
者
に
よ
る
推
進
会
議
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

検
証
、
国
、
県
と
の
整
合

性
も
図
り
ま
す
。
人
口
減

少
対
策
も
含
め
て
取
り
組

み
ま
す
。

A
　
地
震
・
津
波
・
豪
雨

災
害
に
対
す
る
弱
者
（
障

が
い
者
、
交
通
手
段
を
持

た
な
い
高
齢
者
な
ど
）
救

済
の
個
別
支
援
計
画
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
旧
月
灘
中
学
校
体
育

館
な
ど
、
住
民
の
声
を
活

か
し
て
、
環
境
整
備
、
食

料
な
ど
対
応
の
改
善
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
海
岸
地
域
、

山
間
地
域
と
温
度
差
が
あ

り
ま
す
が
、
弱
者
救
済
も

含
め
て
き
め
細
か
な
個
別

計
画
を
作
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長
　
旧
月
灘

体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
障
が
い
者
の
ト
イ
レ

の
確
保
の
工
事
を
今
年
度

中
に
行
い
、
住
民
の
た
め

に
備
品
、
食
料
品
等
の
備

蓄
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
教
員
増
、
教
員
の
事

務
量
減
、
指
導
内
容
改
善

の
学
力
テ
ス
ト
、
本
町
教

育
委
員
会
の
学
校
訪
問
の

際
に
指
導
案
の
提
出
を
求

め
な
い
、
持
ち
帰
り
業
務

も
認
め
環
境
改
善
を
す
る

等
、
教
員
の
多
忙
化
解
消

の
た
め
努
力
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

饌
闢
教
育
長
　
教
員
増
、

事
務
量
の
軽
減
な
ど
、
県

教
育
委
員
会
、
西
部
教
育

事
務
所
に
申
し
込
ん
で
環

境
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
学
力
テ
ス
ト
は
学
力
定

着
の
た
め
継
続
し
て
や
っ

て
い
き
ま
す
。
指
導
案
の

提
出
は
業
務
時
間
の
増
に

な
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
持
ち
帰
り
業
務

は
、
な
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
し
、
教
員
個
人
の
実

力
を
あ
げ
る
た
め
の
勉
強

で
関
知
で
き
ま
せ
ん
。

産業振興

反省はどのように進めるのか

　　しっかり検証していく／町長

災
害
時
の
弱
者
救
済

個
別
支
援
計
画
を
作
る
べ
き

　
　
き
め
細
か
に
作
る
／
町
長

教
員
の
多
忙
化
解
消

国
に
申
請
し
、
町
も
努
力
を

　
　
個
に
応
じ
て
対
応
／
教
育
長
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安
心
し
て
働
け
る
地
域
に

中
　

田
　

み
　

き
　
さ
ん
（
一
切
）

な
か
た

（
　

郷
　

）

地
域
を
守
る
た
め
に

岩
　

崎
　

晶
　

功
　
さ
ん
（
一
切
）

い
わ
さ
き

ま
さ
の
り

（
春
遠
）

　
少
子
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
が
進
み
、
地
区
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
中
、
春
遠
で
は

地
域
を
守
る
た
め
、
少
し

で
も
地
区
の
役
に
立
て
れ

ば
と
３
年
前
か
ら
集
落
営

農
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
組
合
員
が
、
会
社
員
や

専
業
農
家
な
ど
様
々
な
業

種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
出
来
る
だ
け
全
員
が

揃
っ
て
作
業
が
出
来
る
よ

う
に
土
日
を
中
心
に
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
が
主
な
作
物
で
、

育
苗
か
ら
田
植
え
、
稲
刈

り
、
お
米
の
販
売
ま
で
全

て
組
合
で
管
理
し
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
も
あ
り
ま
す

が
、
防
護
柵
や
町
内
の
ハ

ン
タ
ー
の
方
の
協
力
で
以

前
よ
り
は
被
害
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
益
々
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
先
進

技
術
の
導
入
で
作
業
の
効

率
化
を
図
り
、
春
道
地
区

以
外
の
作
業
も
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
共
働
き
の
場
合
、
子
ど

も
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
も

見
る
人
が
い
な
い
の
で
、

夜
７
時
く
ら
い
ま
で
学
童

保
育
か
そ
の
代
わ
り
に
な

る
よ
う
な
場
所
が
ほ
し
い
。

宿
毛
に
は
学
童
保
育
が
あ

る
が
大
月
に
は
な
い
た
め
、

親
が
仕
事
の
間
、
宿
毛
へ

子
ど
も
を
預
け
に
行
っ
て

い
る
。

　
夏
休
み
な
ど
長
期
の
休

み
の
間
は
、
特
に
子
ど
も

だ
け
で
過
ご
す
時
間
が
多

く
な
り
不
安
。
夏
休
み
の

宿
題
を
一
緒
に
で
き
た
り

遊
ん
だ
り
で
き
る
場
所
が

ほ
し
い
。
ほ
っ
と
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
が
、
大
人
の
目

が
行
き
届
か
な
い
た
め
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
る
。

　
使
わ
れ
て
な
い
施
設
も

大
月
に
は
あ
る
。
有
料
で

も
い
い
の
で
そ
こ
を
活
用

し
て
、
安
心
し
て
大
人
が

働
け
る
よ
う
な
地
域
に
し

て
ほ
し
い
。

　
私
も
含
め
て
何
人
か
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
願
い
で

す
。

私の想いみんなの
広　場
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印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
レ
ッ
ツ
大
月
で

女
子
小
学
生
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
指
導
し
て
い

る
中
野
裕
生
監
督
を
訪
ね

ま
し
た
。

指
導
す
る
き
っ
か
け

　
１０
年
前
に
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
レ
ッ

ツ
大
月
が
発
足
し
メ
ン
バ

ー
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

今
ま
で
大
月
町
で
行
わ
れ

て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
作
っ
て
は
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
子
供
た
ち
に

も
人
気
の
あ
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
中
野
さ
ん
は
高
校
時
代

バ
ス
ケ
の
経
験
も
あ
り
、

少
し
で
も
子
供
た
ち
の
成

長
に
役
立
つ
な
ら
と
指
導

者
を
引
き
受
け
た
そ
う
で

す
。

　
子
供
た
ち
に
携
わ
っ
て

１０
年
。
多
く
の
子
供
た
ち

を
指
導
し
て
き
た
中
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
聞

く
と
、
「
仲
間
を
思
い
や

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
決
し

て
諦
め
な
い
・
挫
け
な
い
・

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る

心
、
明
る
く
楽
し
く
プ
レ

ー
す
る
こ
と
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と

　
子
供
た
ち
が
中
学
校
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
、

高
校
で
も
バ
ス
ケ
を
続
け
、

今
で
も
「
監
督
」
と
言
っ

て
慕
っ
て
く
れ
る
事
や
後

輩
の
練
習
等
に
も
協
力
し

て
く
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

父
兄
の
力
強
い
支
援
と
連

携
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

苦
労
し
た
こ
と

　
１
年
生
か
ら
６
年
生
の

子
供
が
対
象
な
の
で
、
理

解
力
や
体
力
的
に
も
大
き

な
差
が
あ
り
、
個
性
も
色
々

で
初
め
は
大
変
で
し
た
。

　
し
か
し
、
指
導
を
重
ね

る
な
か
で
徐
々
に
指
導
の

あ
り
方
も
わ
か
り
、
ま
た

経
験
し
た
上
級
生
が
下
級

生
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な

ど
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

な
り
、
今
で
は
苦
労
よ
り

も
子
供
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

  

子
供
た
ち
に

託
す
思
い  

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
で
経
験
し
学
ん
だ
こ

と
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

何
事
に
も
勇
気
を
も
っ
て
、

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、

大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し

い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
取
材
・
久
米
里
志
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　
「
あ
な
た
た
ち
を
注
視

し
て
い
る
。
私
達
を
失
望

さ
せ
る
選
択
を
す
れ
ば
、

決
し
て
許
さ
な
い
」
と
国

連
の
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト

で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
女

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ

ん（
１６
）が
二
酸
化
炭
素
削

減
の
演
説
。

　
異
常
気
象
や
自
然
災
害

は
温
暖
化
の
進
行
で
ひ
ど

く
な
る
一
方
。
千
葉
市
で

最
大
瞬
間
風
速
　
５７
・
５

ｍ
を
観
測
し
た
台
風
１５
号

に
よ
り
発
生
し
た
大
規
模

停
電
は
６４
万
件
に
の
ぼ
り
、

自
然
災
害
で
は
東
日
本
大

震
災
以
後
最
大
と
な
っ
た
。

昨
年
の
７
月
豪
雨
、
平
成

１３
年
の
西
南
豪
雨
を
経
験

し
た
大
月
町
。
決
し
て
人

ご
と
で
は
な
い
。
　

　
想
定
外
を
想
定
し
た
心

の
準
備
を
。（

安
原
明
彦
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

　
副
委
員
長
　
安
原
　
明
彦

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

中野 裕生 さん（39歳）
なかの ゆうせい

楽しく声を掛け合ってプレー

こんにち
は 未

来
に
大
き
く
羽
ば
た
け

未
来
に
大
き
く
羽
ば
た
け

未
来
に
大
き
く
羽
ば
た
け
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